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戟後わが国に成立した社会教育法制は,国民の自己教育活動に社会教育の本質があるとし,国民

による民主的,主体的な自己教育活動を奨励し,社会教育施設を設置し,環境を醸成していくこと

に社会教育行政の課題があることを示した(教育基本法第7条,社会教育法第3条ほか)｡国民に

よる自己教育活動がいかなる内実をもって展開されていくかは,戟後の社会教育の内実とその価値

を決める中心的な位置を占めることになったのである｡戟前･戟時下において翼賛体制にくみし,

教化主義の社会教育活動に専念した諸社会教育団体は戟後新たな歩みを始めた｡青年団も戦後初期

に各地で再結成され,翼賛体制にくみした反省から青年団自主化運動を展開し,民主的な青年団組

織として地域組織を基盤として全国組織を再結成した｡その青年団運動にとって, 1950年代に青年

学級振興法成立時にこれを深く吟味するなかで生み出した日本青年団協議会(以下, ｢日青協｣)の

｢勤労青年教育基本要綱｣と共同学習論は,社会教育の基本理念と学習方法として確立し,広く社

会教育分野に影響を与えるものとなった｡青年団における共同学習の場は,青年問題研究集会(以

下, ｢青研集会｣)である｡これは,各地の単位青年団での青研集会を基盤として,市町村,道府

県,全国の各段階で組織的にとりくまれてきた｡青研集会は青年自身の自己成長の場として,また

青年団運動の共通の課題を明らかにし,運動の方向を明らかにしていく場として,青年団運動に欠

かせぬとりくみとなってきたのである｡

しかし,戟後40数年を経た今日,青年団の弱体化傾向と共に,青年団の共同学習,青研集会も多

くの問題をかかえることとなった｡その現実のなかで大切な点は,青年団運動の弱体化が共同学習,
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青研集会の弱体化の本質的原因ではないということである｡原因は別のところにある｡どの時代に

おいても青年にとっては自立を見通す学習,青年の課題を見つめ,これを解決する筋道を明らかに

する学習は欠かせぬものである｡したがって,青年による今日的な共同学習論を新たに創造してい

くことは,勤労青年にとって切実な課題となっているとみなくてはならない｡さらには,新たな共

同学習論の創造は,青年団運動の学習理論と方法の改革を通して青年団運動の現実を好転させてい

く大きな土台ともなるものである｡

本小論は,青年団運動における共同学習衰退の主な原因を,現代社会の変貌,そして青年の意識

と生活実態の大幅な変貌にあると捉え,とりわけ現代的青年期の特質を吟味し,新たな共同学習,

青研集会づくりの実践的な筋道を明らかにしていくことを意図するものである｡また,特に地域や

道帝県,そして中央(日青協)で行われる青研集会を検討の対照に置いて吟味していくことに力点

を置いている｡青年団における新たな共同学習論の実践的な筋道を明らかにする吟味のためには,

これとは別に青年団のリーダー養成のとりくみの実践分析が必要である｡今日の青年を前にして,

本格的なリーダー養成のための実践が日青協や道府県段階で展開され出している｡それらは,日青

協の清渓塾や鹿児島県のアクティブセミナー,沖縄県の明倫塾などを典型事例とするものである｡

これは,長い時間をかけて青年たちと指導者が向き合い,じっくりと共通の課題,個別の課題を明

らかにし,その社会的背景をふまえて,共同学習を成立させているものである｡ここでのとりくみ

は重要であり,今日的な共同学習論と実践づくりの筋道に大きな役割を持つと思われるが,ここで

はその指摘のみに留めておくことにしたい｡

青年団の青研集会に参加してくる青年とは,主に高校卒業を最終学歴としている青年である｡近

午,大学や専修学校の卒業者も少なからずみられるようになったが,そうした層は多くないことも

指摘しておこう｡後に学校教育問題を数カ所指摘するが,その際は主に高校教育までを指している

のである｡

また小論は,日青協助言者としてのアクションリサーチを土台としており,実践的体験をもとに

分析したものである｡そしてこれまでの実践をふまえて実践課題を析出していくことを意図したも

のでもある｡その意味ではここでの論議は後の実践をふまえて検証していくという性格も持つもの

であり,あくまでも研究ノートとしての小論であることを確認しておきたい｡　　　一

この小論に直接関わる筆者の論考としては, ｢共同学習の現代化｣ (鹿児島県社会教育学会『社会

教育研究年報』第4号1988年6月), ｢共同学習の現代化(2)｣ (同第6号1990年8月), ｢共同学習の

現代化(3)｣ (同7号1991年8月)などがある｡

Ⅰ.青年問題研究集会の現状と今日的意義

1.問題の所在

青年団運動においては, ｢青研は青年団運動のバックボーン｣と言われ続けてきた｡しかし今日,
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青研集会の現実をみると,こうした位置づけにふさわしいだけの実態を伴っていないことを指摘せ

ざるをえない｡それは,日常的な共同学習が各地の地域青年団によって十全にとりくまれていない

こと,特に市町村における青年団組織で青研集会がとりくまれなくなっていること,多くの県団組

織で本来の青研集会らしいとりくみができなくなっていること,全国青研でも,分科会の内容が共

同学習の全国的集約点としてふさわしいだけのものになっていないこと等々に現れてきている｡

しかし青年団にとって,共同学習の場としての青研集会は充実･発展させなければならないもの

と自覚されてきた｡その立て直しには少なからぬ困難な課題を伴うが,青研集会の充実は青年団運

動の発展にとって欠かせぬ課題だからである｡そこで,今なぜ青研集会の充実･発展を問うのかに

ついて,問題となっている諸側面をとらえ,以下に示すように,その本質的問題と現状にみる具体

的問題の二側面から吟味し論じていくこととする｡

問題の核心部分は,現代的青年期の質(現代青年像)をどうとらえ,今を生きる青年がとりくむ

青研集会の在り方をどう構想するかにある｡第1に,青年団運動の意義,とりわけ現代的青年期を

生きる青年にとっての青年団運動の意義について吟味する｡第2に,共同学習と青研集会の意義,

とりわけ今を生きる青年にとっての共同学習と青研集会の意義について吟味する｡そのうえで,育

午(いうまでもなく,現代的青年期を生きる青年である)がとりくむ青年団運動の質に規定されて

いる青年団運動と共同学習,青研集会の諸問題について, 3つの視点から,その質の問題を吟味す

る｡

さらに,問題をかかえる青研集会の具体的な現実を把握していくこととする｡ここでは,各段階

の青研集会の現状,レポート作成における問題点,青研集会にたいする推進体制と指導･援助の問

題,特に,市町村青研の問題など,青研集会の現状の具体的課題を吟味する｡

2.青年団運動に欠かせぬ青研集会

1)現代的青年期と青年団運動

青年団運動は,その時々の歴史的な社会状況のもとで生まれてくる青年の固有の課題に対して青

年集団が主体的にとりくみ,課題解決を具体化していくことに一つの意義がある｡その固有の課題

とは,青年の労働条件や社会的地位の改善を求めるものなど,政治的,社会的に鋭く問題が問われ

るものもあろう｡また,平和運動や領土の問題などもあろう｡青年が生きる地域づくりや生活の問

題,文化にかかわる問題もある｡そして余暇生活やスポーツ･レクリェ-ションの問題など様々で

ある｡さらには,そうしたとりくみや日常の青年どうしの交わりのなかですすめられる青年の自己

教育を通じた自己形成を具体化していくことにあと一つの意義がある｡時代を生きる青年の固有の

課題を解決していくとりくみと同時に青年自身が自己形成を遂げていくというところに青年団運動

の意義が確認されるのである｡そして,他の青年運動に比してその固有性は次の諸点にある｡まず,

′それが地域青年団運動としての特質を有し, ｢地域づくり｣を柱とし地域での自由な生活時間のな

かで青年活動を創造してきたことである｡次に,社会的には平和運動や沖縄返還運動,北方領土間
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題などにとりくみ,各地に網羅的に存在する伝統的青年組織であることである｡さらには,わが国

の大衆的青年団体としては最大規模を有していることなどである｡

200万人を越える構成メンバーを有した1950年代に対して,それ以後は人口,とりわけ青年人口

の都市集中と社会の都市化のなかで団員数も徐々に減少し,農業青年中心の活動形態にも変化がみ

られた｡今日,青年団を構成する青年はその多くが賃労働者であり,共同学習や青研集会が生み出

されて,定着していった時代とくらべると大きく変化している｡とりわけ,日本社会における青年

像の変化が指摘されだした1970年代,そして｢新人類｣などといわれさらに青年像が変質していっ

た今日の時代にあっては,青年がかかえる課題にも大きな変化が生まれてきたといわざるをえない

問題がある｡その詳細にふれることはしないが,ここで注目しておきたいのは,現代的青年期を生

きる青年にとっての課題についてである｡

いうまでもなくアイデンティティ(注1)の確立は青年期の心理社会的発達課題である｡しかし,

現代的青年期にあっては｢アイデンティティ拡散｣ (注2)問題が青年期の困難な課題として横た

わっている｡それは,現代的青年期の自立(注3)にとって大きな課題を付与してきたと言わざる

をえない｡青年団に即していえば,青年団運動の重要な意義として確認される青年の自己形成の課

題にとって,のっぴきならない問題が出てきているということなのである｡現代的青年期にみるア

イデンティティ拡散の危機は,青年社会学や青年心理学分野で1970年代後半から80年代前半の時期

にしきりと問題指摘された課題である｡したがって,すでに大きな社会的課題として認知されてき

ていることはいうまでもないことであろう｡ 1984年の世界青年意識調査結果で指摘された青年の

｢自己中心主義,消極主義,社会的無関心｣, ｢個｣にとじこもる青年像の指摘などもこのことと無

関係ではない｡ ｢青年が他者への配慮に欠ける｣とか, ｢自分のことだけで精一杯だ｣などという

指摘, ｢地域や社会の課題にとりくんでいこうとする青年の姿勢がみられなくなった｣などという

指摘もこうしたことと無関係ではない｡アイデンティティの確立にとっては自己と他者との相互関

係の深まりが不可欠である｡にもかかわらず,今日の青年は自己のリアルな課題を他者と共有して

いくことができずにいる｡ ｢個｣にとじこもり,自己の本当の問題を出していくことのなかで他者

との関係を築き上げていくことができないのである｡今日の社会にあっては,閉ざされた｢個｣の

なかにある自己の課題こそ,実は青年が共にみつめあい解決を図っていかなければならないことが

多いのである｡

大きな社会問題化した青年問題の核心はアイデンティティ拡散問題にある｡そして,この課題解

決へのとりくみは青年団運動はもちろん青年運動の固有で欠かせぬ課題の一つとして位置づくもの

なのである｡同時に,青年団運動にとりくむ現代的青年期を生きる青年自身の自己形成にとっては,

このアイデンティティ拡散の克服が不可欠の課題として横たわっているのである｡さらには,共同

学習を成立させていくために自分自身がとらえている課題の分かちあいにとって,閉ざされた

｢個｣の打ち破りは大きな課題として存在していることを指摘しておきたい｡もちろん,青年の意

識と生活実態の吟味を背景として把握される青年像の問題はこれだけにつきるものではない｡特に,
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現代社会における青年の生活にみる消費主義の傾向を生み出す社会背景の問題や青年をめぐる教育

の現実,そして青年の労働実態をめぐる諸問題など青年像を規定している背景の問題についても吟

味していく必要があるが,筆者はすでに別の小論で若干の分析を試みているのでここではその指捕

のみに留めたい(注4)｡

では,青年団運動はこのアイデンティティ拡散の克服にとってどのような可能性を有しているか｡

それは,自由意志に基づいて参加してきた青年集団であること,集団による共同の実践をとりくん

でいること,そしてそれぞれのとりくみは各々の青年の主体性が発揮されるなかですすめられるこ

と,この三点において現代的青年期を生きる青年にアイデンティティの確立をすすめる契機を保障

しているのである｡注1,注2に示したように, ｢不信｣, ｢孤立｣, ｢甘え｣を三要素としたアイデ

ンティティ拡散の方向はその三点に保障される契機によって, ｢信頼｣, ｢連帯｣, ｢自立｣を三要素

とするアイデンティティ統合の方向-とすすむことになるのである｡明らかに青年団運動は現代的

青年期のアイデンティティ拡散の危機を救う力を持っているといえるのである｡

しかし,ここに示したアイデンティティ確立をすすめる契機となる三点は,契機として存在して

いるにすぎない｡アイデンティティ統合を保障する契機となるか否かは,一重に青年団運動の質の

問題にかかわっているのである｡そこに,閉ざされた｢個｣の問題が横たわっている｡共同学習が

成立しない,青研レポートがリアルで本質的な問題をとらえていない,青研での論議が深まらない

という問題状況は,そのことに大きくかかわっている｡他者への｢不信｣感,集団からの｢孤立｣

感,他者や社会への｢甘え｣は,アイデンティティ拡散の三要素であるが,現実的には,青年団活

動の中でそうした実感を味わい, ｢しらけ気分｣にひたっている青年団員は少なくないであろう｡

青年団活動を通じての自身の成長や課題を深くとらえかえしていく場が青研集会であるならば,共

同学習や青研集会を通じての語りあいが,そうした青年自身の現状の課題を自覚させ,問題の解決

を保障する内実を持たなくてほならないのである｡

2)今を生きる青年の青研集会

戟後の自主的･主体的な日本の青年団運動が生み出してきた共同学習論とこれを具体化していく

重要な機会としての青年問題研究集会とは,青年団運動にとって欠かせぬ学習論として定着し,育

年団運動の内実を豊かにし,これを発展させるための重要な活動として定着してきた｡

共同学習に基づいた青研集会は,青年団活動にとりくむ青年自身の成長や課題を明らかにし,育

年団運動の現状と課題,地域や社会の青年の課題やとりくむべき課題を明らかにしていく場として,

実践と学習を統一していく青年団固有の学習の場として発展してきた｡青年団がとりくんできた諸

活動をじっくりとみつめ,相互にとりくみの様子を語り合い,そこに明らかとなる共通の課題を兄

い出していくこと｡実践の事実に基づいて,これを青年自身が自らの頭で考え,共同の努力を通じ

て問題点や共通の課題をつかみ出していくこと｡そうした作業を通して,青年一人ひとりが自己を

見つめ,地域や社会の現実を深く見つめ,互いの成長の内実や成長の課題を明らかにしていくこと｡
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共同学習論を土台とする青研集会とは,互いがまとめたレポートを使いながら,こうした論議を深

めていくことにその本質がある｡

しかし,今,こうした論議が十全に展開され,充実した青研集会が展開されているとは言い難い

現状がある｡もちろん総てがそうだとは言えない｡青研集会の基本を大切にして豊かな内容の集会

を展開している事例は存在しているが,総体的にみられる現状は多くの問題をかかえている｡そこ

には,地域において青年団がとりくむべき課題が何であるのか,現代社会における青年団の目的や

存在意義が地域の青年団貞一人ひとりにみえていないという問題もあろう｡さらに深刻なのは,育

年団のとりくむ活動が団員一人ひとりにとってどのような意味を持つものなのであるのかがみえて

いない問題があることである｡それこそ青研集会で共同の努力で明らかにされなくてはならないこ

とがらなのだといえよう｡青年団貞一人ひとりの自己形成における課題把握が暖味である｡そして,

青年団活動を通じてどのように自分と仲間たちが成長していったのかということがらについて意図

的な把握がなされないままに日々の活動が展開されている｡したがって,青年団運動にとりくむ青

年団貞一人ひとりの課題を解決し,成長を互いに保障しあっていくということや,青年団運動がと

りくむ青年や地域の諸課題が何であり,その現状と課題が何であるのかということがらについての

意図的追求はなされないままに日々の諸活動が展開していることが少なくないのである｡

さらには,すでに指摘した今日の青年のアイデンティティ拡散の問題を検討していけば,青研集

会の場が現代的青年期を生きる青年にとって重要な学習の場となりうることが充分確認されなけれ

ばならない｡今日の青年にとっては,自己を深くみつめ,地域と社会の現実を深く見つめていくと

いう作業を,自分自身の体験や実践を通じて行っていくことが大切である｡それは,自己疎外を進

める社会状況のなかにあって,彼らの存在証明をあらためて確認させ,アイデンティティの確立を

すすめていくうえでの大切な機会となるであろう｡また,青年が仲間と共にすすめる実践の意味を

振り返っていくことで,自己と他者とのかけがえのない関わりを実感し,青年集団によるとりくみ

の意味を深く洞察していく機会になっているという点も,今日の社会のなかにあらては重要な意味

を持つものとなっているのである｡

しかし今,青研集会はその質,量ともに本来の意義を十全に持ちえないという現実に直面してい

る｡それは,現状の青年団運動の質を反映してのことといえるが,青年団運動を発展させていくた

めの重要な問題としてとらえておかなければならない｡そこで次には,以上の指摘についてさらに

検討を深めていくこととしたい｡

3)青研集会の諸問題

第一に,確かに今,青年団運動も青研集会も少なからぬ問題点をかかえていることは事実である｡

しかし諸実践は着実に積み重ねられていることもまた事実である｡青研集会では報告のレポートは

貧弱でも,とりくみについての｢おしゃべり｣ (自覚的に構成した語りではなく,思いつき的にあ

れこれと語る内容の語り)は活発になされることが少なくない｡司会者や助言者のリードで実践や
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自分自身の問題と成長について相当深く語られることが少なくないからである｡しかしそれは,意

図的なリードに導かれて行われる｢おしゃべり｣の活発さという内実のことがらである｡今,青年

には,青年団運動の諸実践が生み出す諸事実を総括･評価し,理論化できないという問題がある｡

青年団の行事が毎年同じものの繰り返しにおわっている状況を指して,四,五年前に｢マンネリ

化｣という言い方が流行した｡総括･評価が充分にできないからそうなるのであり,また発展的に

新たなとりくみへと展開していく筋道をつくりだしていくことができないのが現実である｡青年団

のとりくむべき課題を創造的に明らかにできないから,同じ行事の繰り返しにおわり,新たな行事

を創造していくことができないのである｡

総括･評価･理論化ができないという現状は,例えば,市町村団などの定期総会資料などに端的

に現れてくる｡毎年,同じ項目にらいて同じ指摘が繰り返されていることが多かったりして,その

年の具体的な事実を深くみすえての総括文書になりきれていないものが多いのである｡青研集会は,

市町村･県･全国･どの段階の場合でも,それぞれの青年団運動の一年間のとりくみを,レポート

作成と語りあいを通じて,諸とりくみが持っていた一人ひとりにとっての意義を明らかにし,同時

にその青年団にとっての意義,そして地域や社会にとっての意義を明らかにしていく場なのである｡

したがって,青研集会の質が悪くなっている,ないしとりわけ市町村において開催が少なくなって

いるということには,運動やとりくみを総括･評価し,理論化するという点においての関心の薄さ

がしめされているといえよう｡

同時に,自己を深く見つめ,社会を深くみつめ,その中からアイデンティティを確立し,生きる

筋道をつかんでいくという青年期の課題との関係で重大な問題がある｡能力主義の教育によって,

断片的知識のつめこみが強いられることの多い現在の学校教育の質も反映してのことといえるが,

青年が諸実践のとりくみのなかで,自己と社会の現実を深く見つめ,その本質を読みとっていくと

いう点における関心がうすい,ないしはそうした作業を嫌うということなのであり,これは現代青

年におけるアイデンティティ拡散の問題に深くかかわっている｡したがって,青研集会-のとりく

みを着実に進めていくことそのものが,現代的青年期の諸問題改善-の重要な学習活動の一つとも

なるのである｡

第二に,今を生きる青年が自己の課題をとらえられずにいて,自分のかかえる課題を青年団運動

の課題に結んでとらえていくことができずにいる問題がある｡ ｢何のために青年団をやっているの

か｣という問いかけに対して,友人が得られることや｢人前で話しをすることができるようになっ

た｣点を答える青年団員が多い｡そのこと自体の意味を認めないのではないが,青年団の意義をこ

れだけで説明するのでは不十分である｡青年団運動に参加する目的や意義というものが決まりきっ

た説明の仕方でしか示されないのである｡青年団での諸体験に基づいた自分にとっての青年団の意

義を具体的かつ個性的に語ることができなくなっているのである｡ ｢青年の課題をとらえ,これを

解決していくのが青年団である｣と説くリーダーに, ｢あなた自身の課題は何か,それは青年団を

通じて解決されてきたのか｣と問うと,リーダー自身が自分の課題のことを語れずに面食らってし
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まうなどということにしばしば出会う｡青年団の課題や意義が,一面化された内容でしか語られず,

青年自身の日常のとりくみが生み出していく諸事実に即して語られていくことが少なくなっている

のである｡

第三は,青研レポートの内容とこれを使った論議の内容に青年団貞一人ひとりのかかえる問題の

事実や諸とりくみを個々人がどう受けとめたのかという内容が出てこない問題である｡これは,自

分の生活総体や本音を通じてつながりあう仲間を持つ青年団が少なくなったことを背景としている｡

互いを支えることのできる｢仲間づくり｣を一つの目的として指摘してきた青年団が,青年自身の

生活総体や仲間に対する本音を通じてつながりあうという｢仲間づくり｣の質を生み出せずにいる

のである｡青研集会の論議の場は,こうした状況を改善していく大切な機会としてとらえられなけ

ればならない｡青研集会は,年間を通じた諸行事やとりくみのなかで,互いがどんな課題をかかえ,

何に悩み,あるいは喜び,感動していたのかが語られる場でなくてはならない｡また青研集会は,

それが職場や家庭そして様々な人間関係などのどのような実情のなかでのことだったのかが語られ

る場でなくてはならない｡青研集会は,そうしたことをあらためて語りあい,相互理解し,互いの

リアルな生活実態と意識実態を見つめあい,支えあうことを決意していける場とならなくてはなら

ない｡そこでは,課題を克服し,成長していく青年の姿が相互に確認されていかなければならない｡

今,青研集会はこうした質を持つものとなっていないことが多い｡

以上三点を指摘したが,こうした点は,少なくとも共同学習や青研集会の理論が生み出された19

50年代の青年にとっては,あらためて確認してみなければならない事柄として問題になっていな

かったといえよう｡しかし,今日に至っては青年の質が大きく変化してきた｡それは,家庭や社会

そしてとりわけ学校教育の質の変化を背景としてのものではあるが,とりわけアイデンティティ確

立の困難はかつての状況をはるかに上回って深刻である｡個人趣向(青年の自己中心主義,消極主

義,社会的無関心)を中心とする青年の弱点は青研集会の質を十全なものとするのに大きな障害と

なっている｡しかし,青研集会こそ,そうした青年にとっての欠かせぬ学習と自己形成の場として

建て直されなくてはなるまい｡しかもそれは,今日の青年団運動が青年の自己形成を支えるうえに

足りる質を持つものとして改善されていくための中心課題として位置づけられる必要があるのであ

る｡今日,青年のかかえる課題そのものが大きな社会課題となっている｡そうした青年たち自身が

青年相互の関係のなかで各々の努力でアイデンティティを確立し,自己形成していくことのできる

場として青年団を改善していくことは,それ自体が社会課題への青年団によるとりくみの欠かせぬ

一つの内容になっていることも指摘しておきたい｡

3.問題をかかえる青研集会の現状　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

やや具体的に青研集会の現状をとらえておこう｡まずはじめにその量において重大な問題がある｡

｢1988年度の道府県青研集会のとりくみ状況｣ (表1)によれば,ほぼ100名を越す参加数を持つ道

府県団は,多くみても13-16道県にすぎない｡しかも全日程参加者の数は参加者数に対して大きく
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減少していることを指摘しておきたい｡市町村団や単位団における青研集会の開催は全国の市町村

団数に対して20%と言われている(注5)｡これらの諸点は今日青年団運動に参加する青年の相当

多くの者が青研集会を体験すること無しにいることを示している｡

次に,レポート作成における問題点である｡青研集会-の参加者数の減少の一因としてこの点も

指摘せざるをえない｡すなわち,レポートを作成できないこと,ないし作成することを嫌う現状で

ある｡青研集会は限られた時間内に集団での論議を追求していくために,参加する個々人による事

前のレポート作成と提出を義務づけることが多いが,レポートを作成することが敬遠されることで,

青研集会への参加者数が減少しているという傾向である｡何をどのように書けばいいのかの指導が

十分位置づけられているとはいえない現実もある｡また,レポートの内容が団員減少問題など組織

間題だけに集中していることが多く,とりくみの事実の紹介と感想文的なものが多くなっている｡

あるべき青研集会にふさわしい質を持ったレポートになっていないのである｡したがってレポート

を使った分科会での論議が十分展開されず,助言者からのうけたまわり学習的な内容になっている

ことがしばしばみうけられる｡青年の生活実態や意識実態についてのリアルな把握にもとづくレ

ポート作成は,決して不可能なのではない｡この点は主に参加青年へのレポート作成への指導の不

十分さを指摘すべきであろう｡筆者の体験によれば,とりくみや生活総体の事実をリアルに綴って

いくための指導として,まず本人から十分に聴き出すことが大切である｡その上で記述の手順を指

導していけば,ほとんどの青年はレポートを作成することができるのである｡要はこうした指導が

十分でないことに原因があろう｡

さらに,道府県団における青研集会の位置づけと集会を具体化していくための指導･援助の問題

について指摘しておこう｡そもそも青研集会の建て直しという問題は,第一義的には青年団内部の

問題であって,位置づけと指導･援助のあり方いかんによって必ず成果を生み出すことができると

いう質のものである｡したがって第一には,青年団リーダーが青研集会の意義をどうとらえ,どの

ように具体化していこうとしているのかという問題がある｡現在,青研集会が他の諸行事と同様に

とらえられていることが多く,年間を通して準備し,団員一人ひとりに対して相当な指導･援助を

位置づけなければならないという自覚が不十分である｡第二には,青年団の方針に位置づけて,と

りくみの担当者を決め,複数以上の体制で指導･援助を具体化していくということが行われていな

い｡第三には,特に,市町村や単位の団に対する指導･援助が具体化されていない｡また,レポー

トづくりについては,指導･援助が欠かせないのであるが,これが具体化されていないのである｡

レポートは県団リーダー自身も書いて参加していくべきなのであるが,これが実施されていない｡

第四に,とりわけ市町村青研集会においては, ｢お互いの考えていることは分かっているし,いま

さら互いのことや, ∵緒にとりくんできた活動のことについて語りあう必要もない｣として青研集

会を軽視する考え方が強い｡

最後に,市町村青研集会こそ最も大切にされなくてはならないことを強調しておこう｡市町村青

研集会が弱体化していることには,最も端的に今日の青研集会の意義についての理論的把握に関す
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る問題がたち現れているといえよう｡諸問題の総括･評価ができず,反省会的な内容になっている

ことや,自分自身の問題を他の団員に対して伝えることを嫌う今日の青年の傾向,そして青年団運

動のとりくみを青年自身の課題と結びつけてとらえることが暖味になっていることが,市町村青研

集会の弱体化を生んでいるのである｡それこそ青年団運動や青研集会づくりの必要を生んでいるの

に,その重要性に無頓着なのである｡

以上,青研集会の現状をいくつかの点からとらえてみたが,ここには明らかに青年団運動にとっ

てなくてほならないものとしての青研集会という位置付けにふさわしいだけの実態が存在していな

いことが諸側面から示されている｡

こうした現状を前にして,青研集会の推進体制や指導･援助を徹底していくことや青研集会の在

り方,レポートの書き方,など青研集会論を徹底していくことは欠かせないであろう｡しかし,そ

れのみを強調するだけでは事態の解決の筋道を兄い出すことはできまい｡ここでは,現代的青年期

を生きる青年の意識と実態をふまえた青研集会の内容づくりが展開されていないことが大きな問題

となっている｡今日の社会を生きる青年の質をどう理解し,青年に受けとめられ得る青研集会論を

どのようにつくりだしていくことができるかということこそ問われているといわねばならない｡

ところで,ここに特に指摘しておきたい点がある｡以上の論述においては,青研集会の現状にみ

る問題点を指摘してきたが,青研集会の建て直しの筋道を明らかにしていこうとする時, 4ないし

5の少なくない県が, 200名からこれを越す青研集会の実態をつくり出していることである(表1

参照)｡このような県では,郡や市そして町村段階の青研集会も各地で開催されていることである｡

これらの県と他県との違いは,何よりも,青研集会の位置づけと推進体制,指導･援助体制にある｡

各地と全国の青研集会総体の立て直しの道筋は,困難な全体状況のなかにあって,このような諸県

のとりくみと教訓の中に同時に準備されているともいえるのである｡

Ⅰ.青年問題研究集会を再生,発展させるための基本課題

は　じ　め　に

社会教育実践,とりわけ青年の学習に関する実践の構想づくり,社会教育実践の方法論は,常に

具体的でなくてはならない｡ここでは, Ⅰでの分析をもとにして,青研集会を再生させ発展させて

いくための基本課題について,三視点から吟味していくこととする｡

1.全国,道府県,市町村での指導体制と指導･援助の在り方

すでに指摘したように,青研集会の立て直しは,青年団の各段階組織における位置付けの仕方と

推進体制の確立,指導の在り方を工夫していくことが決定的に重要である｡青研集会の立て直しと

は,第一義的には青年団内部の問題なのであり,指導,援助の在り方次第でどうにでもなることな

のだということを,青年団リーダーが深く自覚する必要をまず強調しておきたい｡この意味で,こ
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こでは,道府県及び市町村の青年団を中心にして必要な課題を検討しておくことにしたい｡

245

1)青研集会をその時々に行う単独行事のようにとらえないこと

青年団運動の意義を簡略化して述べれば,青年自身の自己形成の場であることと歴史の中でその

時々の社会の青年に固有の課題や地域や社会全体の課題における青年層の役割を踏まえた課題の解

決に向けて青年らしい取り組みを進めていくことにあろう｡特に今日においては,アイデンティ

ティ拡散の危機を抱える青年を前にして,青年の自己形成にとっての青年団活動の意義が強調され

ているといっていいであろう｡但し,その自己形成にとっても,青年の社会的課題にこたえる取り

組みを協力して追求していくことが,大きな意味を持つことは言うまでもない｡むしろ,その双方

が結んでとらえられ,取り組みが具体化されていく必要があるのである｡今日の青年のアイデン

ティティ確立の課題という点からもこのことは不可欠である｡

したがって,時々の青年団による諸取り組みが,青年団を構成する青年一人一人にとってどのよ

うな意味を持つものであったかを,日常の活動の中でとらえかえす努力を進めなければならない｡

青研集会は,こうした努力を集中的に進めていく機会として位置付けられる｡一つひとつの取り組

みが青年一人ひとりにとってどのような意味を持っていたのかを中心に各自がレポートし,語り合

いを通じて,相互理解を深めていく場なのである｡青年団運動において青研集会が重要であるとい

うのは,このような意味においてである｡したがって,第一に青研集会の取り組みは,年間の学習

行事の総集約的な場として位置付ける必要がある｡活動者研修会,女子青年集会,その他の学習講

座や夜学舎などと青研集会とが一つのものとしてとらえられていくことが大切なのである｡第二に,

そうした諸学習行事のなかではたす青研集会の固有の意義を深く自覚しておくことが必要である｡

つまり,青年団運動の総括,評価を一人ひとりのレポートと語り合いとを通じて行っていくという

側面と,青年一人ひとりにとって,青年団の諸取り組みが持っていた意味を明らかにするという側

面とである｡定期大会に向けた年間の青年団運動の総括は,青研集会をふまえ,ここで明らかとな

る諸点を深く見つめたうえで行わなければならない｡

2)県,郡･地区,市町村に青研集会をつくりあげ,指導･援助していく組織を位置付けること

県組織においても青研担当者が1ないし2名で,しかもそめ人に任せっきりの場合が少なくない｡

そして青研への具体的取り組みを進めていくのが, 11月の全国青年大会後になってからがやっとで

あるというところが少なくない現実である｡これでは青研は充実しないし,立て直しなどというこ

とが可能なはずがない｡郡･地区･市町村組織においては,青研の担当者を決めていないところが

多いし,当然の結果として市町村での青研開催が20%程度の状況としてたち現れてきている｡

ここでは,現在とりわけ県団役員組織の役割が特に重要である｡なによりも,県団役員組織とい

うのは指導･援助組織なのだということを再度自覚し直さなければならない｡まず,県役員のなか

から複数の青研担当者を位置づけたい｡次に　OB, OGや知識人,研究者などによる助言者集団
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を恒常的助言者として位置づけたい｡助言者は青研のときだけやって来てその場かぎりの助言をす

ればいいとするのでなく,可能な範囲で年間を通じた青年団運動-の助言をお願いし,各々の県団

における青年団運動の現状をふまえたうえで,青研集会にのぞんでもらうよう位置付けたい｡その

うえで,現役と助言者陣とで青研集会をつくりあげ,指導･援助していく組織を県団組織内に確立

することが必要である｡このように徹底させることができない場合でも,助言者には少なくとも準

備段階からの参加をお願いし,レポートづくりや全体の内容についての助言をしてもらうべきであ

る｡県団に対してその下部組織にあってもこれら諸点の重要性は共通である｡

3)青研集会に対する役員の姿勢,意気ごみ

青研集会というのは,青年団運動が今どういう状況にあるか(現状の把握)を,一人ひとりの団

員から直接に聴き,青年団運動に取り組んでいくことの意義を一人ひとりの団員に即して明らかに

していくこと,青年団活動を取り組んでいくことの喜びやロマンを,互いにたたかわせ,深めてい

くこと｡ぶつかっている困難をどう克服していくかを,共同の論議を深めることで解明していくこ

と｡そんなことができる大切な場であることを自覚しなければならない｡したがって青研集会で,

県団役員も,各地の団員も,互いの経験と思い,考えを寄せあいぶつけあいしながら互いを鍛え,

青年団運動の質と量とを向上させていくための語り合いをしていくべきである｡例えば,県団役員

であってもレポートを出すくらいの意気ごみも必要であるし,分科会を中心に,青研集会を成功さ

せるために責任を持って参加していくべきである｡

4)青年団運動をきり開いていく場としての側面-の着目

青研集会は,現状を把握し,団員一人ひとりの成長を確認する場ということだけではなく,青年

団運動の現状をきり開いていく筋道を明らかにするためにこそ大切な場であることが自覚される必

要がある｡そのためには,今の青年団運動をきり開いていくことのできる内容を持った実践レポー

ト,成果を生みだしている地域や仲間のレポートを意図的に準備していくことが欠かせない｡各分

科会にはそうした内容のレポートが必ず準備され,参加者が学べるように構成していきたい｡した

がって基調講演の内容も何でもいいのではなく,分科会の内容を想定したうえで青年団運動の向上

に深く関わる内容が準備される必要がある｡

ところで,現状の多くの青年団は総括･評価の実施という点において,まことに不十分だと言わ

ざるをえない｡青研集会は,そこで論議を深めるということだけでなく,その論議をどうとらえ,

その後の諸活動にどう生かしていくかということが大切なのである｡その意味で青研集会の分科会

での論議は,最終段階においてはその年に明らかになった現状と運動をきり開いていく筋道を解明

していくという内実を持つことが欠かせないのである｡
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2.市町村団及び単位団での青研集会の充実に向けた指導･援助

先にも指摘したように,今日,市町村団,単位団における青研集会の具体化が最大の問題である｡
＼

これをいかに克服していくか｡それは現在の青年団運動の根幹にかかわる問題である｡しかし,そ

のような認識が各県団役員や市町村の役員のなかに十分に受け止められているとは思えない｡特に

市町村段階では,前の世代の青年団の諸活動を同じように繰りかえしており,行事の消化のみに目

が奪われ,それを取り組む青年一人ひとりの成長や抱えている課題,地域や社会の課題など諸行事

との関わりが実践を通じて明らかにされていくというような,問題の深め方が為されていないこと

が多い｡青研集会による現代的な共同学習というものを今日の青年団の体質になるところまで充実
■

させていくことが構想されなければならない｡

市町村団や単位団というのは各々の日常生活を通じて互いの顔がみえるところに成立している｡

そして地域青年団としての性格を大きな特徴の一つに持つ青年団にとっては,この個々の地域での

青年団運動こそが重要なのである｡したがって市町村団や単位団における日常活動と共同学習,育

研集会がどのように展開しているかは青年団運動にとって切実な問題なのである｡

ここでの青研集会では,年間の方針にそった取り組みをあらためてみんなで見つめ直してみるこ

と,そこでの感動や喜びそして困難や苦しみを確認しあうことなどがおこなわれる必要がある｡特

に一人ひとりにとってそれぞれの活動がどんな意味を持つものであったのかを確認しあい分かちあ

う場として位置づけていくことが大切である｡この作業をすすめるにあたって,県や全国での青研

集会との決定的な違いは,共に同じ活動や運動を進めてきた仲間がそこにいることである｡した

がってここでは,活動の経緯やその結果などについては,相互に分かっていることである｡大切な

ことは,それぞれの活動が,そこにいる一人ひとりにとってどういう意味を持つ取り組みであった

のかを分かちあうことなのである｡活動の中で見えてくる表面的なことではなくて,一人ひとりの

活動へのおもい,期待,願いはなんであったのか,活動をすすめるなかでどんな困難にぶつかって

おり,個々の生活におけるどのような問題や喜びをかかえてのことであったのか,一人ひとりは取

組みについて何をどのように良かったこと,嬉しかったこと,苦しかったこととしてとらえていた

のかをわかちあうことが大切なのである｡さらには,青年団貞一人ひとりの生活や仕事,家庭の問

題,恋愛や人間関係の問題,そして地域における青年の問題,地域課題など様々な問題を明らかに

し,これとどう取り組んでいく必要があるのかを検討していくことも大切である｡そうした諸問題

への個々の青年の取り組みも報告され,検討されていくことが大切である｡そこには,各々の青年

のプライバシーの問題もあろうが,表現の仕方次第で問題をみんなでとらえ,確認し,互いの課題

として分かちあうことは可能なことである｡

そうしたわかちあいは,青年団の取り組む諸行事,活動の総括･評価にあたって,ただ単に成功

したとか,参加数が増えたとかみんな涙を流して感動したとかいうような評価におわらせるのでは

なく,深いところでの評価を生み出すことを可能にする｡参加した一人ひとりにとってのその活動

の意義が明らかになってくるからである｡つまり,個々の青年自身にとっての個別の評価が重なる
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ところで青年団総体としての活動の評価を行っていくことを可能にしていくのである｡

青年団らしい学習活動とは,こうした日々の実践の積み重ねの中で,実践を通じた共同学習を展

開していくところに欠かせぬ特徴があるといえるのである｡そうした学習が展開される最も大切で

具体的な場が,市町村団や単位団なのだということを再度確認しておきたい｡青研集会の取り組み

について｢積み上げ｣ということがよくいわれる｡これは,市町村から県へ,県から全国へという

ことを指している場合が多い｡しかし,市町村団や単位団での共同学習や青研集会は,今年から来

年へ,来年からその次の年へと｢積み上げ｣ていくことこそ大切にされなければならない｡時間的

にみた青研集会の｢積み上げ｣は,活動の深まりと個々の青年団員の喜びや感動,そして成長の深

まりとを保障していく大切な視点なのだということができるのである｡

具体的な課題についていくつか指摘しておくこととしよう｡第一に,これまでに述べたような青

研集会の本質的な意義をまず充分にとらえかえすことが求められよう｡第二には,市町村団や単位

団における青研集会とは,いつでも,何度でも開催していい性格のものだということである｡この

点は,日々の共同学習のまとめの場としての青研集会ととらえれば,何度でも開催する共同学習と,

その一年間のまとめとしての青研集会ということになるかもしれない｡要するに,そのとりくみ方

は多様な形態があり得るということなのである｡あるいは,年間の時々に開催される学習活動を,

仲間の共同学習としてとりくみ,年に一度の青研集会に結びつけていくということが大切なのであ

る｡第三に,市町村団,単位団における青研集会がほとんど取り組まれていないところではモデル

ケースづくりを先行させることが必要である｡そのためには市町村や単位の団にも青研集会担当者

を1ないし2人位置づけ,道府県組織内の担当者と助言者とでプロジェクトチームをつくって取り

組みを進めてみたい｡第四に,市町村と単位団における青研集会作りにおいては,それが総体とし

ては大きな困難を抱えているだけに現状を深く見すえた上で柔軟な取り組みを具体化していく必要

がある｡例えば,もしレポートなどをつくったうえでの青研集会とならないのであれば,じっくり

と語りあうことからはじめ,それを土台に語り合いの後にレポートをつくることを青研の内容とし

てもいいだろう｡道府県青研集会に出すレポートづくりを皆で語り合うことを通じて行うというよ

うな姿勢でもいいのである｡要は,先に述べた青研集会の意義に見合っただけの語り合いと,語り

合いによる分析とが行われることなのである｡

市町村と単位団においても,粘り強く長期的な指導が必要とされる｡そのうえで,青研集会とい

うものを青年団の体質として定着させていくことが大切なのである｡青研集会の指導については,

今日特に青年の抱えている課題などについて深い洞察力が必要である｡したがって,その立て直し

のための取り組みには,そうした力量を持った助言者の存在が不可欠であることを再び指摘してお

きたい｡
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3.青研レポートと青研論議の深め方

1)青年団運動の質

今日の青年団運動の最大の弱点は,運動に取り組む青年一人ひとりが,この運動の目的や意義を

しっかりとつかんでいないことにある｡そして,一つひとつの取り組みが自分と仲間にとってどの

ような意味をもっていたのかを把握していないことにある｡さらには青年や地域,社会にとっての
l

意義を把握できないでいるところにある｡青年団で取り組む諸課題と自分の課題とが別物としてと

らえられているのである｡そうであるから,青年団というのは楽しければいいとか,余暇時間に無

理なくやればいいのだという発想と取り組み状況が生まれているのである｡その範囲内の取り組み

では,運動は青年期を生きる青年自身にとってのっぴきならないものとしてはみえてこない｡青年

の第一義的な要求のみに対応した取り組みからは,自分の抱える本当の課題や,地域や社会の諸課

題に対してこれを主体的に受け止めて問題解決を企てようとする取り組みへの発展は生まれない｡
■5i

自分と生活総体の抱える本質的な問題をとらえ,課題を深く認識していくこと,そうした学習と,

学習によって明らかとなった諸課題への取り組みの実践と,その双方の繰返しの中で,青年団運動

は第一義的な要求にねぎした内容から,本質的な課題への取り組みを具体化していく内容-と発展

していくことができる｡

青研集会とは,そうした学習を実践の事実に即して明らかにしていくために欠かせぬ場なのであ

る｡今日の青年像をふまえてみると,アイデンティティ拡散の危機に直面して,自己の存在証明を

明らかにできていない青年が多い｡そうした青年にとっては,青年団が青年を救うことのできる組

織なのであり,自分のためにあるというとらえ方を強調することは決して誤りではない｡しかし,

今の青年団は自分の成長をじっくりと確認し,次の課題を明らかにする場を十分に持ちえていると

は言い難い｡それこそ青研集会では,青年団活動や日常の生活を通じて見えてきた自分の悩みや課

題をしっかりと出しあわなくてはならない｡そのことによって,当初は自分だけの課題としてみえ

ていたものが,論議を深め,助言を受けることを通じて互いに共通する問題であることが明らかに

されるのである｡青年団や青年団の仲間とのことはもちろん,家庭や学校,恋愛や仕事のことで,

他人には話せないと思っていたことも,ほとんどのことが今の青年に共通する悩みや問題であるこ

とがわかってくる｡こうした互いのかかえる課題,青年団運動の抱えている課題を確認しあうこと,

互いの悩みや喜びへの共感と個々人の課題の共有こそ青研集会と青年団活動の中で得られることな

のである｡

一面的に組織のこと,団員減少が問題だとする課題のとらえ方から脱却しなければならない｡自

分の悩みや問題を,そしてそれを青年団を通じてどう解決していったかを,青年団活動の中で自分

は何に感動しどう成長したのかを語り合わなければならない｡自分の悩みや問題の実態,そしてそ

の解決,感動,そういうことに青年団の活動と青年団の仲間はどう関わっていたのか,そういう確

認のなされない青年団活動から脱却していかなければならない｡青研集会ではこのような語りが

ベースになっていることが大切である｡これをベースに置いて,一つひとつの取り組みが,自分に
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とって,地域や社会にとってどういう意義を持つものであったのかを,あるいはどんな問題にぶつ

かったのかをレポートに書く必要がある｡

2)良い.青研レポートは誰にでも書ける

青研レポートは以上のような考え方をもとに書いていくべきなのであるが,ここではさらに,良

い青研レポートは誰にでも書けるものなのだという点について指摘しておきたい｡条件は三つ｡第

-に,このレポートを書き,青研での論議を通じて,自分の成長や課題を確認したり,活動の成果

や課題を明らかにしようとする意欲があることだ｡第二は,現代青年像の自己中心主義,消極主義,

社会的無関心という特徴,すなわち個人趣向の問題に関わっている｡今を生きる青年としての青午

団員が,自分が抱えている本当の問題点や課題を青研集会の場で語り出していくことを決意するこ

とである｡ ｢個｣に閉じこもろうとする感性の打ち破りを決意し,自分自身の問題の本質を明らか

にしていこうとすることなのである｡第三は,自分や青年団,地域や社会の問題について,何をど

うしたいと思っているのか,解決しようとする課題意識があることである｡

第二の点については,特に今日,青研集会の深まりのある論議を成立させていくことにとっての

障害となっているので,いま少し説明をしておきたい｡問題なのは,今を生きる青年が,そう簡単

には自分の抱えている本当の課題を青年団の仲間の中ではもちろん,青研集会の場で語りだしてい

くことができないであろうということなのである｡そのことは,今の青年にとっては個人的なこと

としてしか映らないし,今の青年は個人の弱みを他者に知られることを極度に嫌う傾向があるから

である｡自己の内面を他者にたいしてさらけ出すことはできまいということである｡しかし,青年

像はそのように一面的にのみとらえてはならない｡ ｢個｣に閉じこもろうとする反面で,青年は自

分の弱みを本当に抱きかかえてくれる他者の存在を求めていることもまた事実である｡青年像にお

けるこの二つの側面の矛盾的同居については,正しく確認される必要がある｡

こうしたとらえ方は,既にいくつかの場でも実践的に確認されてきている｡全国青研集会の分科

会が助言者の一方的な教えこみになっていることへの批判が少なからず展開されている中で,今日,

分科会論議が成功し,参加者が感動とともに今後の取り組みへの新たな決意をいだいて帰っていく

ような分科会では,こうした青年把握に基づく青年自身の弱みを語り出すことに力点が置かれてき

ている｡また, 1987年12月に開始された日青協活動家養成事業"清渓塾"では,毎年多くの参加者

がじっくりとした長い語り出しを通じて自分のリアルな問題を明らかにし,その問題と青年団の取

り組む問題とは統一してとらえることができるようになる時,感動的に自分自身の青年団活動への

新たな取り組みの視点を明らかにしていったのである｡ "清渓塾"で多くの参加者が涙ながらに感

動し,活動家としての主体的な意志を作り出しえているのは,青年像に対するこうした論議と自分

のかかえる本当の問題の語り出しを成功させている点にその要因がある｡

集団ないし組織を通じて社会的活動を展開していこうとする青年団にとっては,青年の｢個人趣

向｣の問題は見落とすことのできない大きな課題なのである｡そしてこのことが青研集会での共同
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学習を成立しづらくし,魅力的なレポートと実践を通したリアルな語りあいを生み出さない大きな

原因となっているのである｡この間題の克服は,互いの弱みを共有しあい, ｢共に生きる｣ことの

できる価値観を,青年団活動を通じて作り出していくという作業なのであり,今日における重要な

社会課題として確認されることがらでもあると言えよう｡

3)レポート作成への指導

レポートが出てこない傾向が深刻になっているが,これはひとえに指導の問題なのだということ

をすでに指摘した｡したがって,何をどのように書くのかとりうことを丁寧に手ほどきするという
/

ことを心掛けたい｡まず,青研集会とは何かについてその意義と内容を十分に理解してもらう必要

がある｡その上で,書く前にじっくりと内容を聴き,状況を把握した上で,何を,どのように,ど

んな順序で書いていくのか,個々に即して具体的な手ほどきをすることが必要である｡ただ何でも

いいからレポートを提出させるという姿勢示ら脱却することが必要である｡したがって,それを具

体化していくための体制が整えられる必要がある｡

次に,校区,市町村で青研集会をやらなくなってしまっているところでは,レポートが出ない状

態から始めてもいい｡その際は,語る内容のあらすじのメモと必要な資料などを準備してもらい,

実質的な内容づくりを始めていくことから青研集会を再生させていきたい｡

さらに,次のような点にかかわる典型レポートを意図的に準備し,論議を深めていく努力をして

いくことが必要である｡ 1つは,その年のそれぞれの団の取り組みの中で,全県に伝えたいもので

ある｡ 2つは,著しく成長した団員のレポートである｡ 3つは,困難を抱えている団員のレポート

である｡ここでは,困難をどうとらえるのか,どう克服していくことができるのかを学べるような

レポートにすべく努力しなければならない｡ 4つは,リーダー自身(県団役員であっても)がレ

ポートを出すことである｡この場合は,他の団員が感心したり,感動したりすることが可能な内容

のものを作成したい｡リーダー-の自己形成と青年団活動の持っていた意義を確認し,苦労や困難

をどう乗り越えてきたのか,その努力や喜び,感動を学べる内容のレポートを作成していくことが

大切である｡

小　結

本小論は,青年団運動に助言者として永く関わってきた筆者が,社会教育関係団体としての青年

団運動のなかに築かれてきた重要な学習論,すなわち,共同学習(その具体的な場は青年問題研究

集会などである)を今日的に再生させることを意図して,その理論的課題や実践の方法について吟

味したものである｡これらは,全国の青年団によって具体的に展開される実践を通して検証されて

いくべき性格のものである｡そしてその検証作業には青年たちと筆者など助言者による実践へのと

りくみを必要としている｡おそらくそうした実践は,多くの問題を指摘される現代青年の自立と成
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長の可能性を明らかにしていく作業ともなるであろう｡

(注1) (注2)アイデンティティ〔identity〕

アイデンティティ拡散〔identity difusion〕

精神分析学者エリクソン(E. H. Erikson)の自我発達理論の中心概念で,一般的には同一性と訳

される｡あるいは,自我同一性(ユゴーアイデンティティ)としてのアイデンティティは,自己定

義,自己限定,存在証明,主体性,自覚などと訳される｡簡単にいえば, ｢私は何々なのだ｣とい

う強い実感に基づく自己意識をいう｡アイデンティティの形成は誕生時から生を終わるまで,人間

にとっての課題であるが,特に青年期は,意識的,自発的,主体的にこれがとりくまれる時期であ

り,アイデンティティの確立は青年期における最も重要な心理社会的発達課題ということができる｡

アイデンティティとは多くの意味を持つ概念であるが,その要点を二つにまとめれば, ①自己の連

続性と独自性の感覚, ②一定の社会集団との有効なかかわりあいの存在である｡したがって,過去

･現在･未来の時間の流れの中に一貫した独自の自己像を兄い出すことができ,かつその自己像が

社会あるいは一定の集団にとって意味のある有効なものであるときその個人はアイデンティティを

確立したといえる｡

人は青年期になると, ①急速な身体発達,及び第二次性徴の発現により,従来の自己像が不適切

なものとなると同時に, ②自己を対象化して客観的にながめうる認知能力と,様々な自己像を取捨

選択し,統合しうる認知能力が発達する｡また, ③成人期を間近にひかえ明確で一貫した自己定義

を求める社会的圧力が出現する｡これらの要因が相まって,青年はそれまでの同一化群を取捨選択

図　現代日本青年の心情モデル

(西平直書による)

し再構成して, ｢大人になる存在｣としての主

観的にも客観的にも妥当な自己像を確立すると

いう課題にとりくみ始める｡

青年期以前の各発達段階において,信頼,自

律性,進取性,勤勉性といったより肯定的な方

向で危機を解決し,希望,意志,目的,有能感

といった人格的活力(virtu)をより多く獲得

してきた個人においては,アイデンティティの

形成はより容易である｡しかし,人格的活力の

不十分な自我においては内的な統合及び社会と

のつながりの形成はより困難であり, ｢自分が

分からない｣, ｢生き生きとした存在感や主体性

がもてない｣,といった｢アイデンティティ拡

散｣状態に陥りやすい｡

このように,自己の発達的連続性及び独自性

を兄い出しえない状態を｢アイデンティティ拡
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散｣という｡この状態にある青年は次のような特徴を示す｡ ①無力な受動的態度を呈する｡ ②自己

に関する重要な選択を回避する｡ ③目標を見失って勤勉さが著しく減退した一種の麻痔状態を呈す

る｡ ④空虚感と孤立感が深まる｡ ⑤他者による評価に過剰に反応する｡ ⑥時間的展望を喪失する,

等である｡これは,未成熟な自我が重大な決断を迫られて呈する退行状態であり,固定的,慢性的

な病態というよりはむしろ急性,一過性の危機状態であるということができる｡アイデンティティ

とは両義性を示す概念であり,ある青年にとってそれがどのような状態にあるかと考察すれば,紘

散と確立の両方の側面からの諸相が示されているという判断をする以外にない｡したがって,部分

的には拡散を残しながらも総体的にはそのアイデンティティを確立しえたとき,青年の自我は｢忠

誠心｣ (fidelity)という人格的活力を獲得するとされる｡

｢アイデンティティ拡散｣問題は,青年社会学や青年心理学,教育学の近年の論議において指摘

され,その検討も深まりつつある｡やや簡略化して示してみよう｡今日の青年問題を｢アイデン

ティティの拡散｣として特徴づける論議では, ｢アイデンティティの統合｣をはたして,その確立

への筋道を獲得するための基本概念として｢信頼｣ ｢連帯｣ ｢自律｣を指摘し, ｢アイデンティティ

の拡散｣へと落ち込む場合は｢不信｣ ｢孤立｣ ｢甘え｣という基本概念を示してこれを整理している｡

統合(確立)と拡散とは対概念である｡各々の青年にとって,アイデンティティがそのどちらへと

向かっていくかは,青年がなんらかの形で(それは多様な形態があるのであるが) ｢集団や実践を

自身の生活の中に組織していることと,自身に与えられた条件の中で主体的にこれにとりくんでい

くという｢主体性｣の問題,それらの質に左右されるというのである｡そして,この今日の青年総

体をめぐる｢アイデンティティの統合｣の可能性についてはやや悲観的に論ぜられるところに今日

的な特徴がある｡

(以上は,見田宗介･栗原彬･田中義久編『社会学事典』弘文堂1989年2月,日本教育社会学会編

『新教育社会学事典』東洋館出版社1986年11月,西平直喜｢青年期における発達の特徴と教育｣

『子どもの発達と教育6 "青年期　発達段階と教育"』岩波書店1979年9月,他による｡)

(注3)自立〔(英) independence〕

意志決定における自己決定権と,遂行における自己管理能力のこと｡青年の自立という概念を考

えると,今日,少なくとも三ないし四つの側面をとらえておかねばなるまい｡身辺的自立,生活的

ないし社会的自立(人間関係における自立ともいえよう),経済的自立,精神的自立である｡ ｢自

立｣の概念は,人を孤立させ援助をうけつけなくさせるものとしてとらえるのは誤りである｡今日

では｢自立｣の概念の成熟とともに,自己と他人を受容し相互に援助を与えあう能力も｢自立｣の

重要な側面だと考えられるに至っている｡身辺的自立を強調するのは,教育心理学や教育学などで

あり,今日の学校における児童の不適応などの研究が土台となってきたといえる｡また,精神的自

立については,社会学における女性学や現代青年研究の近年の成果を背景としたところからの強調

としてあらわれてきているといえよう｡現代を生きる青年が,こうした諸側面をいかに獲得してい
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くのかが,青年の自立をめぐる課題としてたちあらわれてきているのである｡

(以上は,前掲『社会学事典』,小林平造｢地域青年問題と社会教育｣ 『増補･地域社会教育論』

中野,伊藤編,高文堂出版社1988年4月,による｡)

/

ノ
/

(注4)小林平造｢社会変貌と青年の学習｣小川利夫･新海英行『新社会教育講義』大空社1991

年10月, 244-261ページ｡

(注5 )日本青年団協議会『市町村青年団の実情-1986年市町村実態調査の分析から-』 1987

年3月, 12ページ｡
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表1. 1988年度の道府県青研集会のとりくみ状況
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県青研集会 郡市町村への対応 郡市町村青研の開催

開

催

有

無

開

催

期

日

参

加

人

敬

レ
ポ
I
ト
揺
出
義
務

秦
力口
要
言青
の
級
級
イヒ

育
研
の
た
め
の
学
慧
23T

レ
ポ
ー
ト
見
本
逮
付

レ
ポ
ー
ト
書
き
方
才旨
導
等

そ

の

他

有

無

郡市町村名

北海道 ○2/ 12- 14 150 ○○ ○ ○八雲町,石狩管内, 胆振管内,他

青森県 ○1/ 16, 17 43 ○ ○○ ×
岩手県 ○1/ 23, 24 80 ○○ ○川井村,遠野市,胆江地区,花泉町,軽米町

宮城県 ○1/ 15- 17 60 ○○ ○黒川郡,栗原郡,登米郡,仙台市,古川市,名取市等

秋田県 ○1/ 15- 17 300 ○ ○ ○五城目町,八竜町, 能代市,他5市町村

山形県 ○ 2/ 5- 7 130 × ○ ○山形市,天童市,米沢市,南陽市,川西町,他

福島県 ○2/ 12- 14 100 ○○○○○ ○

茨城県 ○1/ 16, 17 75 ○○ ○ ○那珂郡,新治郡

栃木県 ○1/ 30, 31 61 ○ ○ ○宇都宮市

群馬県 ○1/ 23, 24 70 ○○○○○実行委員会形式 ○吾妻郡, 群馬郡,富岡市

埼玉県 × ×

千葉県 × ○香取那, 木更津市

神奈川県 ○ 1/ 9, 10 30 ○○ ×

山梨県 × ○ ○■ ×

新潟県 ○1/ 22- 24 100 ○○ ○岩船郡, 中頚部,佐渡郡, 糸魚川市,他

富山県 ○1/ 23, 24 230 ○○■○○○ ○ 16市町村

石川県 ○1/ 23, 24 66 ○○ ○金沢市,松任市,七唇托小松市,珠洲市内,冨来町

福井県 ○1/ 22, 24 100 ○○○○ ○ 4市(武生,鯖江,小浜,福井)7町(今庄,清水,,南条,春江,三方,松岡,他)

長野県 ○ 2/ 6, 7 200 ○○○ ○レポート集の普及 ○ 7郡6市1町他都市団加盟市町村団,単位団のほとんど

岐阜県 ○9/ 26, 27 25 ×○ ×

静岡県 ○1/ 23, 24 70 ○○ ○ ○相良町, 静岡市

愛知県 ○1/ 23, 24 47 ○○ ○○ ○皇田市,刈谷市,安城市, 岡崎市,西尾市

三重県 × ×

滋賀県 ○ 1/ 16 56 ○○○ ○ びわ町

京都府 ○1/ 30, 31 100 ○○○ ○青研運営委員会設置○久美浜町,大宮町,夜久野町,■美山町,京北町

和歌山県 ○ 2/ 7 50 ○○ ○○ ○

大阪府 ○ 2/ 1 60 ○○ ○ ○八尾市,柏原市,岸和田市

兵庫県 ○1/ 16, 17 50 ○○ ○ ○北阪神地区,西脇,加西,姫路市,多紀氷上,城崎,津名,三原郡,哩

奈良県 ○1/ 22- 24 100 ○○○○○ ○奈良市,下市町,月ヶ瀬村,御杖村,西吉野村

鳥取県 ○1/ 16, 17 51 ○ ○ ○

島根県 ○ 12/ 4, 6 50 ○○ ○○ ○松江市,平田市,大原郡

岡山県 ○1/ 30, 31 55 ○○ ○ ×

広島県 ○2/ 27, 28 50 ■×○ 今年度からレポート義務化×

山口県 ○ 2/ 5- 7 100 ○○ ○ ×

徳島県 ○ 2/ 6 30 ○ ○ ×

香川県 ○1/ 16, 17 97 ○ ○三豊郡,大川郡,綾歌郡,仲多度郡,坂出市

愛媛県 ○ 1/ 31 171 ×o アンケート回答 ○■宇和島市,八幡浜市,東宇和郡

高知県 ○1/ 30, 31 57 ○○ ○越知町

福岡県 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

42

1/ 29- 31 106 〇

〇

〇

〇

〇

×

○

○

37

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

35

○

10

〇

〇

〇

19

○

○

16

○

○

×

○

○

×

○

×

33

福岡市, 糸島郡, 粕屋郡, 八女郡, 筑後市

佐賀県

長崎県

大分県

熊本県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

合 計

1/ 16, 17

1/ 16, 17

1/ 23, 24

1/ 23, 24

1/ 16, 17

1/ 23, 24

1/ 16, 17

100

■30
50

200

60

100

30

佐伯市,大野郡, 日田市

出水地区 (青年問題懇話会)


